
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

S −一．436 ポ ス タ
ー

卜「産 婦誌50巻臨時増刊

P − 149　 新 生 児脳 障害 と周 産期 事象 に つ い て P − 150　　 胎児期 の 心臓 の 発 生、分化 に おけ る

HB −EGF の発現および機能解析

大 阪 市立 総合 医 療セ ン タ
ー

三 橋 玉 枝 、前 田 恭子 、木元 正 和 、周藤雄 二 、

津 田浩史 、 康文 豪．申本 収 、川 端政実、松 尾重樹 、

李東満、山本久美夫、松本雅彦、日高敦夫

旭川医大、大阪大 ・医 ・生化
＊

堀 川 道晴、碁石勝利、千石
一

雄、谷 口 直之
＊ 、

石 川 睦男

　｛目的）脳性麻痒例 と 予 後良 好 椀 の 比較検 討か ら、

intact　survival を 目指 したよ り望 ま し い 管理 の

在 り方に資す る 事を9 的 と した 。

　（方 法 ）最 近 5年 間 の 生産2342 例 に つ き CPI8 例

（奇形 ・新 生 児死 亡 を除 く）と予 後良好例に お い て 、

出生時体重別 の 各周産期事象に つ い て 検討 した 。

（成績 ） 1 ．発症 率 ；22 週以降の 生 産例 中0．77 ％

に CP を認め ．全 例に PV 　Lや brain 　atrophy を伴

っ た 。 5分 後Ap ．　score 別 で は 1〜3点 で   例、4 − 7

点 ：6．5％、8点 以上 0．04 ％ で あ っ た 。 体重別で は

1000g 未満で 3．6％、1000g −・1500g で 6．4％、

1500g 以上 で 0 ．33 ％ で あっ た 。

2，周産 期事象 の 検 討 ；CP18 例（全例 1分後Ap 。

score が 7点 以 下）と 1分後Ap ．　score 　7点以 下 の

予後良貯例 585 例 に つ い て検討 した。 100◎g未満

で は、IU　GR の 頻 度 、胎児 仮死徴候、　 Ap ．　s　core

等両群に差 を認めな か っ た。なおCP4 例では 長期

の 人工 呼吸 と酸 素投 与 を要 した。1000g 〜1500g

で は IUGR が CP 群に 多 く 胎 児仮 死徴候 と疑 娠 中

毒症は む し ろ CP 群 に少 なか っ た 。1500g 以 上 で

は胎児 仮死徴候、低Ap ．　score 、 胎 盤 早期 剥薩等

が CP 群に多く、CP 例 の hrain 　atrophy は 43 ％ と

1500g 以下 の 群 よ り多 か っ た 。

（結論 ）CP 発症 に 関 し重症 妊娠 中毒症 等 は厳重

な管理 で 改善をみ て お り、分娩 時の 急性胎児仮 冤

へ の 灘重 な対応 が求め られ る 。 特 に 1000g〜

15GOgの 原因不 明 の IUGR 例はCP 発症率が裔く、

PVL と関係 し胎内で の 脳障害 の 素 地が 示 唆 さ れ、

胎申に おけ る脳 障害 発症 の 検索と 対策が待たれ る。

　【目的】細胞増殖 因子 の
一

つ で あ るhcparin−binding

EGF −like　grewth　factor（HB −EGF ）は成体 の 心臓 で の 発

現が 確認 さ れ て い る が、増殖能力を欠 く心筋で の

HB −EGF の 機能に関 して は未解析 で あ る。そ こ で 今

回 我 々 は、マ ウス 胎児 の 心臓の 発生、分化 に お け

るHB −EGF の 発現と機能に つ い て 検 討 した。

　【方法】 マ ウス 胎児期 に おける HB −EGF 　mRNA の 発

現に 関 し て は ICR マ ウ ス を用 い 、胎生第 9 日 目 よ り

in　situ 　Hybridization 法を用 い 経時的解析 を 試 み た。

心筋 の 分化の モデル と して マ ウス 骨格筋 myoblast 細

胞株C2C12 を 用 い、　 myoblast か らmyotube へ の 分化

の 過稈 に お けるHB −EGF の 発現および機能に 関 し て

免疫沈降法、Northern　Blotting法に よ り解析 した。

【結果】 1 ，In　situ ・Hybridization法に よ りマ ウ ス 胎

生第 10H 日より心臓 に お けるHB −EGF 　mRNA の 発

現が確認 さ れ た。2 ，C2Cl2 の myoblast か ら

myotube へ の 分化 に 伴 い 、　 HB −EGF 　mRNA お よ び 蛋

白 の 産生の 増大が認 め られ た．ま たEGF レセプタ

ー
の リン 酸化 は分化に伴 い 上昇して い る こ とが 確

認 さ れ た 。 3 ，C2C ユ2の 分化 の 過程 に EGF レセ プ

ター
の 阻害剤 で あるTyrphostinを添加 して も添加群、

非添加群の 分化の速度 、 割合に差異は認めなか っ

た。

【考察】心筋 の 発生 の 過程に明らか な HB −EGF の 発

現の 増大が 確認 さ れたがC2C12 の モ デル を用 い て

細胞 の 分化 の 過程 で HB −EGF の シ グ ナル を プ i：iッ ク

して も分化 の 過程 に 影響 はなか っ た。以 上か ら、

生 後増殖能を欠 く心筋に 対 して HB −EGF は増殖以外

の 機能 を有す る こ と が 示唆さ れ た。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


